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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレン性不飽和単量体成分の重合体を含み、前記重合体は、少なくとも下記式（Ｉａ
）で示される骨格及び下記式（Ｉｂ）で示される骨格のいずれか一方又は両方と、下記式
（ＩＩ）で示される骨格とを含む構造を有し、
【化１】

（式（Ｉａ）中、Ｒ1は、Ｈ又はＣＨ3、Ｒ2は、Ｈ又は炭素数１～１８のアルキル基、Ａ1

はＯ又はＮＨであり、ｘ、ｙ、ｚはそれぞれ０～１００の整数である。また、ｘ＋ｙ≧１
、ｙ＋ｚ≧１、かつ、ｚ＋ｘ≧１である。また、（ＥＯ）は（Ｃ2Ｈ4Ｏ）、（ＰＯ）は（
Ｃ3Ｈ6Ｏ）、（ＢＯ）は（Ｃ4Ｈ8Ｏ）を示す。）
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【化２】

（式（Ｉｂ）中、Ｒ1は、Ｈ又はＣＨ3、Ｒ2は、Ｈ又は炭素数１～１８のアルキル基、Ａ1

はＯ又はＮＨであり、ｘ、ｙ、ｚはそれぞれ０～１００の整数である。また、ｘ＋ｙ≧１
、ｙ＋ｚ≧１、かつ、ｚ＋ｘ≧１である。また、（ＥＯ）は（Ｃ2Ｈ4Ｏ）、（ＰＯ）は（
Ｃ3Ｈ6Ｏ）、（ＢＯ）は（Ｃ4Ｈ8Ｏ）を示す。また、式（Ｉａ）中の［－（ＥＯ）ｘ－（
ＰＯ）ｙ－（ＢＯ）ｚ－］は、ＥＯ、ＰＯ、ＢＯがランダムに配列していること、すなわ
ちＥＯ、ＰＯ、ＢＯのランダム共重合体であることを示す。）

【化３】

（式（ＩＩ）中、Ｒ3はＨ又はＣＨ3、Ｒ4はＨ又は炭素数１～１８のアルキル基、Ａ2はＯ
又はＮＨである。また、ｍは１～４の整数であり、ｎは１～１００の整数である。）
　前記エチレン性不飽和単量体成分に対する上記式（Ｉａ）、（Ｉｂ）及び（ＩＩ）で示
される骨格を形成するための各単量体成分の合計含有量が、１００質量％であることを特
徴とする毛髪化粧料用基剤。
【請求項２】
　請求項１に記載の毛髪化粧料用基剤を含有することを特徴とする毛髪化粧料。
【請求項３】
　さらに多価アルコールを含有することを特徴とする請求項２に記載の毛髪化粧料。
【請求項４】
　前記多価アルコールが０．１～３０質量％含まれていることを特徴とする請求項３に記
載の毛髪化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘアスプレー剤のような整髪用の毛髪化粧料等に使用される毛髪化粧料用基
剤及びこの毛髪化粧料用基剤を含有する毛髪化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ヘアスプレー剤、ヘアムース、ヘアセットローション、ヘアジェル等の整髪用の
化粧料（毛髪化粧料）として、種々の皮膜形成用の基剤（毛髪化粧料用基剤）を含有する
ものが提供されている（例えば、特許文献１～３等を参照）。
【０００３】
　また、近年、毛髪化粧料によって毛髪が整髪された後、この毛髪を、毛髪化粧料を水等
で再溶解させることなく再整髪することが可能な毛髪化粧料として、毛髪化粧料用基剤と
可塑剤である油剤とを含有するものが提供されている（例えば、特許文献４等を参照）。
この毛髪化粧料には油剤によって適度な粘着性が付与され、このため、この毛髪化粧料が
良好なヘアスタイリング性を発揮するようになる。



(3) JP 6058359 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３３１０３５０号公報
【特許文献２】特開平９－３２８４２４号公報
【特許文献３】特開２００２－１６７３１６号公報
【特許文献４】特許第３７２３６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、この毛髪化粧料と油剤とを含有する毛髪化粧料には、前記二種類の原料
を組み合わせる必要があるという問題、並びに整髪後、油剤が毛髪から揮発したり、櫛、
手櫛、ブラシ等により再整髪する場合に前記櫛等に油剤が移行したりするなどの理由によ
り、経時的に再整髪性が低下しやすいという問題があった。
【０００６】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、毛髪化粧料に配合される毛髪化粧料用
基剤であって、可塑剤となる油剤を使用することなく毛髪化粧料に良好なヘアスタイリン
グ性を付与すると共に整髪された毛髪の再整髪性を長時間に亘り維持することができる毛
髪化粧料用基剤、並びにこの毛髪化粧料用基剤を含有する毛髪化粧料を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る毛髪化粧料用基剤は、エチレン性不飽和単量体成分の重合体を含み、前記
重合体は、少なくとも下記式（Ｉａ）で示される骨格及び下記式（Ｉｂ）で示される骨格
のいずれか一方又は両方と、下記式（ＩＩ）で示される骨格とを含む構造を有しているこ
とを特徴とするものである。
【０００８】
　上記毛髪化粧料用基剤にあっては、前記エチレン性不飽和単量体成分全量に対して、上
記式（Ｉａ）、（Ｉｂ）及び（ＩＩ）で示される骨格を形成するための各単量体成分の合
計含有量が、６０～１００質量％であることが好ましい。
【０００９】
　本発明に係る毛髪化粧料は、上記毛髪化粧料用基剤を含有することを特徴とするもので
ある。
【００１０】
　また、上記毛髪化粧料にあっては、さらに多価アルコールを含有することが好ましい。
【００１１】
　また、上記毛髪化粧料にあっては、前記多価アルコールが０．１～３０質量％含まれて
いることが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の毛髪化粧料用基剤は、所定の分子構造を有する重合体を含むものである。その
ため、上記毛髪化粧料用基剤を毛髪化粧料に配合すれば、この毛髪化粧料は可塑剤となる
油剤が添加されていなくても、優れたヘアスタイリング性を発揮することが可能になり、
しかも、整髪された毛髪の再整髪性を長時間に亘り維持することも可能になる。
【００１３】
　また、本発明に係る毛髪化粧料は、所定の分子構造を有する重合体からなる毛髪化粧料
用基剤を含んでなるものである。そのため、本発明の毛髪化粧料によれば、可塑剤となる
油剤を使用していなくても良好なヘアスタイリング性や保持性を発揮することが可能にな
り、しかも、整髪された毛髪の再整髪性を長時間に亘り維持することも可能になる。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　以下、本発明を実施するための形態を説明する。
【００１５】
　本発明の毛髪化粧料用基剤は、エチレン性不飽和単量体を重合して得られる重合体を含
む。この重合体は、少なくとも下記式［化１］における（Ｉａ）で示される骨格及び下記
式［化２］における（Ｉｂ）で示される骨格のいずれか一方又は両方と、下記式［化３］
における（ＩＩ）で示される骨格とを含む構造を有している。
【００１６】
【化１】

【００１７】
（式（Ｉａ）中、Ｒ１は、Ｈ又はＣＨ３、Ｒ２は、Ｈ又は炭素数１～１８のアルキル基、
Ａ１はＯ又はＮＨであり、ｘ、ｙ、ｚはそれぞれ０～１００の整数である。また、ｘ＋ｙ
≧１、ｙ＋ｚ≧１、かつ、ｚ＋ｘ≧１である。また、（ＥＯ）は（Ｃ２Ｈ４Ｏ）、（ＰＯ
）は（Ｃ３Ｈ６Ｏ）、（ＢＯ）は（Ｃ４Ｈ８Ｏ）を示す。）
【００１８】

【化２】

【００１９】
（式（Ｉｂ）中、Ｒ１は、Ｈ又はＣＨ３、Ｒ２は、Ｈ又は炭素数１～１８のアルキル基、
Ａ１はＯ又はＮＨであり、ｘ、ｙ、ｚはそれぞれ０～１００の整数である。また、ｘ＋ｙ
≧１、ｙ＋ｚ≧１、かつ、ｚ＋ｘ≧１である。また、（ＥＯ）は（Ｃ２Ｈ４Ｏ）、（ＰＯ
）は（Ｃ３Ｈ６Ｏ）、（ＢＯ）は（Ｃ４Ｈ８Ｏ）を示す。また、式（Ｉｂ）中の［－（Ｅ
Ｏ）ｘ－（ＰＯ）ｙ－（ＢＯ）ｚ－］は、ＥＯ、ＰＯ、ＢＯがランダムに配列しているこ
と、すなわち、ＥＯ、ＰＯ、ＢＯのランダム共重合体であることを示す。）
【００２０】
【化３】

【００２１】
（式（ＩＩ）中、Ｒ３はＨ又はＣＨ３、Ｒ４はＨ又は炭素数１～１８のアルキル基、Ａ２

はＯ又はＮＨである。また、ｍは１～４の整数であり、ｎは１～１００の整数である。）
【００２２】
　尚、式（Ｉａ）及び（Ｉｂ）において、両者のＲ１、Ｒ２、Ａ１、ｘ、ｙ及びｚはそれ
ぞれ互いに同一であってもよいし、互いに異なっていてもよい。
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【００２３】
　毛髪化粧料用基剤は上記構造を有する重合体を含むので、この毛髪化粧料用基剤が配合
された毛髪化粧料で整髪すると、毛髪にごわつきやべたつきによる不快な感触を生じにく
くすることができるものである。また、毛髪化粧料用基剤が配合された毛髪化粧料で整髪
した場合、整髪後の髪型が乱れたとしても、手櫛等で容易に整髪（再整髪）することも可
能となる。すなわち、毛髪化粧料用基剤が配合された毛髪化粧料では、ヘアスタイルの作
りやすさや、指通りの良さといった良好なスタイリング性が発揮されると共にスタイリン
グの保持性にも優れ、しかも、再整髪性にも優れるものとなる。
【００２４】
　上記毛髪化粧料用基剤に含まれる重合体は、下記式［化４］の（１ａ）及び下記式［化
５］の（１ｂ）で示される単量体のいずれか一方又は両方と、下記式［化６］の（２）で
示される単量体を含むエチレン性不飽和単量体成分を重合することで得ることができる。
尚、以下では、（１ａ）、（１ｂ）又は（２）式で示される単量体を「エチレン性不飽和
単量体成分の（Ａ）成分」と表記することがある。
【００２５】
【化４】

【００２６】
（式（１ａ）中、Ｒ１は、Ｈ又はＣＨ３、Ｒ２は、Ｈ又は炭素数１～１８のアルキル基、
Ａ１はＯ又はＮＨであり、ｘ、ｙ、ｚはそれぞれ０～１００の整数である。また、ｘ＋ｙ
≧１、ｙ＋ｚ≧１、かつ、ｚ＋ｘ≧１である。また、（ＥＯ）は（Ｃ２Ｈ４Ｏ）、（ＰＯ
）は（Ｃ３Ｈ６Ｏ）、（ＢＯ）は（Ｃ４Ｈ８Ｏ）を示す。）
【００２７】

【化５】

【００２８】
（式（１ｂ）中、Ｒ１は、Ｈ又はＣＨ３、Ｒ２は、Ｈ又は炭素数１～１８のアルキル基、
Ａ１はＯ又はＮＨであり、ｘ、ｙ、ｚはそれぞれ０～１００の整数である。また、ｘ＋ｙ
≧１、ｙ＋ｚ≧１、かつ、ｚ＋ｘ≧１である。また、（ＥＯ）は（Ｃ２Ｈ４Ｏ）、（ＰＯ
）は（Ｃ３Ｈ６Ｏ）、（ＢＯ）は（Ｃ４Ｈ８Ｏ）を示す。また、式（Ｉｂ）中の［－（Ｅ
Ｏ）ｘ－（ＰＯ）ｙ－（ＢＯ）ｚ－］は、ＥＯ、ＰＯ、ＢＯがランダムに配列しているこ
と、すなわち、ＥＯ、ＰＯ、ＢＯのランダム共重合体であることを示す。）
【００２９】

【化６】
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【００３０】
（式（２）中、Ｒ３はＨ又はＣＨ３、Ｒ４はＨ又は炭素数１～１８のアルキル基、Ａ２は
Ｏ又はＮＨである。また、ｍは１～４の整数であり、ｎは１～１００の整数である。）
【００３１】
　ここで、（１ａ）、（１ｂ）及び（２）で示される単量体はそれぞれ、重合することに
よって生成する重合体に、上記の（Ｉａ）、（Ｉｂ）及び（ＩＩ）で示される骨格を与え
るものである。以下、（１ａ）、（１ｂ）及び（２）で示される単量体及びこれらの単量
体を含むエチレン性不飽和単量体の重合方法について詳述する。尚、以下の化合物名の表
記における「（メタ）アクリ（（ｍｅｔｈ）ａｃｒｙ－）」は、「アクリ（ａｃｒｙ－）
」および／または「メタクリ（ｍｅｔｈａｃｒｙ－）］を意味する。
【００３２】
　（１ａ）で示される単量体は、オキシエチレン（エチレンオキサイドともいう、ＥＯと
表記)、オキシプロピレン（プロピレンオキサイドともいう、ＰＯと表記)及びオキシブチ
レン（ブチレンオキサイドともいう、ＢＯと表記)の構成単位からなるブロックコポリマ
ーが側鎖に結合した構造を有している。このような（１ａ）で示される単量体の具体例と
しては、例えばポリエチレングリコール－ポリプロピレングリコールモノメタクリレート
（ｘ＝５、ｙ＝２、ｚ＝０）（日油株式会社製ブレンマー７０ＰＥＰ－３５０Ｂ）、プロ
ピレングリコールポリブチレングリコールモノメタクリレート（ｘ＝０、ｙ＝１、ｚ＝６
）（日油株式会社製ブレンマー１０ＰＰＢ－５００Ｂ）、オクトキシポリエチレングリコ
ールポリプロピレングリコールモノメタクリレート（ｘ＝８、ｙ＝６、ｚ＝０）（日油株
式会社製ブレンマー５０ＰＯＥＰ－８００Ｂ）、オクトキシポリエチレングリコールポリ
プロピレングリコールモノアクリレート（ｘ＝８、ｙ＝６、ｚ＝０）（日油株式会社製ブ
レンマー５０ＡＯＥＰ－８００Ｂ）等の単官能不飽和単量体が挙げられる。
【００３３】
　また、（１ｂ）で示される単量体は、オキシエチレン（エチレンオキサイドともいう、
ＥＯと表記)、オキシプロピレン（プロピレンオキサイドともいう、ＰＯと表記)及びオキ
シブチレン（ブチレンオキサイドともいう、ＢＯと表記)の構成単位からなるランダムコ
ポリマーが側鎖に結合した構造を有している。このような（１ｂ）で示される単量体の具
体例としては、ポリ(エチレングリコール－プロピレングリコール)モノメタクリレート（
ｘ＝３．５、ｙ＝２．５、ｚ＝０）（日油株式会社製ブレンマー５０ＰＥＰ－３００）、
ポリ(エチレングリコール－テトラメチレングリコール)モノメタクリレート（ｘ＝５、ｙ
＝０、ｚ＝２）（日油株式会社製ブレンマー５５ＰＥＴ－４００）、ポリ(エチレングリ
コール－テトラメチレングリコール）モノメタクリレート（ｘ＝６、ｙ＝０、ｚ＝１０）
（日油株式会社製ブレンマー３０ＰＥＴ－８００）、ポリ(エチレングリコール－テトラ
メチレングリコール）モノメタクリレート（ｘ＝１０、ｙ＝０、ｚ＝５）（日油株式会社
製ブレンマー５５ＰＥＴ－８００）、ポリ(プロピレングリコール－テトラメチレングリ
コール）モノメタクリレート（ｘ＝０、ｙ＝４、ｚ＝８）（日油株式会社製ブレンマー３
０ＰＰＴ－８００）、ポリ(プロピレングリコール－テトラメチレングリコール）モノメ
タクリレート（ｘ＝０、ｙ＝７、ｚ＝６）（日油株式会社製ブレンマー５０ＰＰＴ－８０
０）、ポリ(プロピレングリコール－テトラメチレングリコール）モノメタクリレート（
ｘ＝０、ｙ＝１０、ｚ＝３）（日油株式会社製ブレンマー７０ＰＰＴ－８００）等の単官
能不飽和単量体が挙げられる。
【００３４】
　また、（２）で示される単量体の具体例としては、例えば（メタ）アクリル酸－２－ヒ
ドロキシエチル、（メタ）アクリル酸－２－ヒドロキシプロピル等の（メタ）アクリル酸
ヒドロキシアルキルエステル；（メタ）アクリル酸エトキシエチル、（メタ）アクリル酸
メトキシエチル等の（メタ）アクリル酸アルコキシアルキルエステル；ポリエチレングリ
コールモノ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールモノ（メタ）アクリレート
等のポリアルキレングリコールと（メタ）アクリル酸とのモノエステル類；メトキシポリ
エチレングリコールモノ（メタ）アクリレート等の、前記ポリアルキレングリコールと（
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メタ）アクリル酸とのモノエステル類の水酸基末端がアルキルエーテル化されたもの等の
単官能不飽和単量体が挙げられる。
【００３５】
　上記の（１ａ）、（１ｂ）及び（２）で示される単量体はいずれも、ガラス転移温度（
Ｔｇ）が－３０℃以下であることが好ましい。この場合、整髪したときに、毛髪にごわつ
きやべたつきによる不快な感触を生じにくくする効果を高めることができ、また、整髪後
の髪型が乱れたとしても、手櫛等での整髪（再整髪）をより容易にできる毛髪化粧料用基
剤を得ることができる。
【００３６】
　エチレン性不飽和単量体成分は、上記の（１ａ）、（１ｂ）及び（２）で示される単量
体以外の単量体（エチレン性不飽和単量体成分の（Ａ）成分以外の単量体）を含むことが
できる。尚、以下では、上記の（１ａ）、（１ｂ）及び（２）で示される単量体以外の単
量体を「エチレン性不飽和単量体成分の（Ｂ）成分」と表記することがある。「エチレン
性不飽和単量体成分の（Ｂ）成分」としては、ノニオン性不飽和単量体及びイオン性不飽
和単量体から選ばれる少なくとも一種が挙げられる。前記イオン性不飽和単量体にはアニ
オン性不飽和単量体、カチオン性不飽和単量体及び両性不飽和単量体が含まれる。前記両
性不飽和単量体には、両性不飽和単量体の前駆体、すなわち、両性化により両性不飽和単
量体となる単量体も含まれる。
【００３７】
　ノニオン性不飽和単量体の具体例としては、例えばアクリロニトリル；酢酸ビニル；ス
チレン；ビニルピロリドン；アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアクリルアミド、Ｎ－ｔ－ブチルアクリルアミド、Ｎ－オクチルアクリルアミド、Ｎ
－ｔ－オクチルアクリルアミド、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブ
チル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリ
ル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸ｎ－ヘキシル、（メタ）アクリル酸ｎ－オ
クチル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アク
リル酸ウンデシル、（メタ）アクリル酸ラウリル、（メタ）アクリル酸トリデシル、（メ
タ）アクリル酸ミリスチル、（メタ）アクリル酸ペンタデシル、（メタ）アクリル酸パル
ミチル、（メタ）アクリル酸ヘプタデシル、（メタ）アクリル酸ステアリル、（メタ）ア
クリル酸イソステアリル、（メタ）アクリル酸オレイル、（メタ）アクリル酸テトラヒド
ロフルフリル、（メタ）アクリル酸イソボルニル、（メタ）アクリル酸グリシジル等の（
メタ）アクリル酸のエステル類；（メタ）アクリル酸グリセリル等の単官能不飽和単量体
が挙げられる。これらのノニオン性不飽和単量体は一種単独で使用され、或いは二種以上
が併用される。
【００３８】
　イオン性不飽和単量体のうち、アニオン性不飽和単量体としては、例えば（メタ）アク
リル酸、クロトン酸、ω-カルボキシ-ポリカプロラクトンモノアクリレート等の不飽和モ
ノカルボン酸；イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、無水マレイン酸、シトラコン酸等の
不飽和ジカルボン酸；マレイン酸モノアルキルエステル、フマル酸モノアルキルエステル
、イタコン酸モノアルキルエステル等の不飽和ジカルボン酸のモノアルキルエステル、２
－メタアクリロイルオキシエチルコハク酸、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルフタ
ル酸、β－カルボキシエチルアクリレート；アクリロイルオキシエチルサクシネート、２
－プロペノイックアシッド、３－（２－カルボキシエトキシ）－３－オキシプロピルエス
テル、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルテトラヒドロフタル酸、２－（メタ）アク
リロイルオキシエチルヘキサヒドロフタル酸、ビニルスルホン酸、（メタ）アリルスルホ
ン酸等のアルケンスルホン酸、α－メチルスチレンスルホン酸等の芳香族ビニル基含有ス
ルホン酸；スルホン酸基含有（メタ）アクリルエステル系単量体、２－（メタ）アクリル
アミド－２－メチルプロパンスルホン酸等のスルホン酸基含有（メタ）アクリルアミド系
単量体等の、スルホン酸基含有単量体、（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェート
等のメタアクリロイルオキアルキルリン酸モノエステル等のリン酸基含有不飽和単量体等
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が挙げられる。
【００３９】
　上記イオン性不飽和単量体のうち、カチオン性不飽和単量体としては、例えば１～３級
アミノ基含有不飽和単量体、第４級アンモニウム塩基含有不飽和単量体等が挙げられる。
【００４０】
　上記カチオン性不飽和単量体のうち、１～３級アミノ基含有不飽和単量体としては、例
えば（メタ）アリルアミン、アミノエチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチルアミノエチ
ルメタクリレート、メチルアミノエチル（メタ）アクリレート等のアルキルアミノアルキ
ル（メタ）アクリレート、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジエチルアミノ
エチル（メタ）アクリレート等のジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレート、ジメ
チルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリルアミ
ド等のジアルキルアミノアルキル（メタ）メタアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ
スチレン等のアミノ基含有芳香族ビニル系単量体等が挙げられる。
【００４１】
　上記カチオン性不飽和単量体のうち、第４級アンモニウム塩基含有不飽和単量体として
は、例えば、上記の３級アミノ基含有不飽和単量体を、４級化剤（炭素数が１～１２のア
ルキルクロライド、ジアルキル硫酸、ジアルキルカーボネート、ベンジルクロライド等）
を用いて４級化したもの等が挙げられる。具体的には、第４級アンモニウム塩基含有不飽
和単量体として、例えば（メタ）アクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロ
ライド、（メタ）アクリロイルオキシエチルトリエチルアンモニウムクロライド、（メタ
）アクリロイルオキシエチルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリ
ロイルオキシエチルメチルモルホリノアンモニウムクロライド等のアルキル（メタ）アク
リレート系第４級アンモニウム塩、（メタ）アクリロイルアミノエチルトリメチルアンモ
ニウムクロライド、（メタ）アクリロイルアミノエチルトリエチルアンモニウムクロライ
ド、（メタ）アクリロイルアミノエチルジメチルベンジルアンモニウムクロライド等のア
ルキル（メタ）アクリロイルアミド系第４級アンモニウム塩、ジメチルジアリルアンモニ
ウムメチルサルフェート、トリメチルビニルフェニルアンモニウムクロライド等が挙げら
れる。
【００４２】
　両性不飽和単量体としては、例えばジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジメ
チルアミノプロピル（メタ）アクリレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレート
等の（メタ）アクリル酸のアミン誘導体；ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド
、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド等の（メタ）アクリルアミド誘導体、
モノクロロ酢酸のアミノメチルプロパノール塩、モノクロロ酢酸のトリエタノールアミン
塩、モノクロロ酢酸カリウム、モノブロモプロピオン酸ナトリウム等のハロゲン化脂肪酸
塩による変性物、プロピオラクトン等のラクトン類、プロパンサルトン等のサルトン類に
よる変性物等が挙げられる。
【００４３】
　また、両性不飽和単量体の前駆体として、例えばジメチルアミノエチル（メタ）アクリ
レート、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、ジエチルアミノエチル（メタ）
アクリレート等の（メタ）アクリル酸のアミン誘導体；ジメチルアミノエチル（メタ）ア
クリルアミド、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド等の（メタ）アクリルア
ミド誘導体等が挙げられる。
【００４４】
　エチレン性不飽和単量体成分に両性不飽和単量体の前駆体が含まれる場合には、エチレ
ン性不飽和単量体成分の重合後、この重合により得られる重合体中の、前記前駆体に由来
する構造単位が、両性化剤（モノクロロ酢酸、モノブロモプロピオン酸、プロピオラクト
ン等のラクトン類；プロパンサルトン等のサルトン類等）で両性化される。両性化により
副次的に生成する塩は、必要に応じて濾過、イオン交換等の適宜の手法で除去される。こ
のように両性不飽和単量体の前駆体が使用されると、予め両性化された単量体が使用され
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る場合よりもエチレン性不飽和単量体成分の重合反応が安定化する。
【００４５】
　上記のようなエチレン性不飽和単量体成分の（Ｂ）成分がエチレン性不飽和単量体成分
中に含まれることで、例えば、毛髪化粧料から形成される皮膜の硬さ、柔軟性、耐湿性、
親水性、毛髪への密着性などを調節することが可能となる。
【００４６】
　尚、エチレン性不飽和単量体成分には、本発明の効果が阻害されない程度であれば、例
えば、重合禁止剤、光安定剤、希釈溶剤などの添加剤が含まれていてもよい。
【００４７】
　エチレン性不飽和単量体成分の重合方法として、親水性溶媒又は水と親水性溶媒の混合
溶媒を用いた溶液共重合法が採用され得る。溶液共重合法が採用される場合、例えば親水
性溶媒又は混合溶媒中にエチレン性不飽和単量体成分を溶解すると共にラジカル重合開始
剤を添加して反応溶液を調製し、この反応溶液を窒素気流下、溶媒の沸点又はそれに近い
温度で攪拌することによってエチレン性不飽和単量体成分を重合させることができる。こ
の反応溶液中には重合反応の開始当初からエチレン性不飽和単量体成分に含まれる単量体
の全種及び全量が溶解していてもよいが、エチレン性不飽和単量体成分に含まれる単量体
の種類、量等に応じて、重合反応を進行させながら反応溶液中にエチレン性不飽和単量体
成分を分割して添加し、或いは重合反応を進行させながら反応溶液中にエチレン性不飽和
単量体成分を連続滴下してもよい。前記親水性溶媒の使用量は、重合反応終了時の溶液中
の樹脂固形分濃度が２０～８０質量％の範囲となるように調整されることが好ましい。
【００４８】
　溶液共重合に使用される溶媒は、上記のとおり親水性溶媒又は水と親水性溶媒の混合溶
媒である。親水性溶媒は、水に対する溶解度が１０ｇ／水１００ｇ（２５℃）以上である
有機溶媒であることが好ましい。このような親水性溶媒としては、例えばメタノール、エ
タノール、２－プロパノール、ブタノール、エチレングリコール及びグリセリン等の炭素
数が１～４の脂肪族１～４価アルコール；アセトン；メチルセロソルブ；エチルセロソル
ブ、ブチルセロソルブ等のグリコールエーテル；ジオキサン；酢酸メチル；酢酸エチル；
ジメチルホルムアミド等が挙げられる。親水性溶媒は一種単独で使用され、或いは二種以
上が併用される。なお、毛髪化粧料用基剤は、人体の皮膚に付着する可能性があることを
考慮すれば、重合時の溶媒としては、エタノール又は２－プロパノールを単独又は併用で
用いるのがよい。
【００４９】
　ラジカル重合開始剤としては適宜のものが使用されるが、例えば過酸化ベンゾイル、過
酸化ラウロイル、過酸化水素等の過酸化物；過硫酸アンモニウム、過硫酸カリウム等の過
硫酸塩；２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス－２－メチルブチ
ロニトリル、２，２’－アゾビス－２，４－ジメチルバレロニトリル、１，１’－アゾビ
ス－１－シクロヘキサンカルボニトリル、４，４’－アゾビスー４－シアノ吉草酸、２，
２’－アゾビス－（２－アミジノプロパン）－ジヒドロクロリド等のアゾ系化合物等を使
用することが好ましい。
【００５０】
　また、反応溶液中には、分子量調節等のため、必要に応じて連鎖移動剤が添加されても
よい。連鎖移動剤としては、特に限定されないが、例えばラウリルメルカプタン、ドデシ
ルメルカプタン、チオグリセロール等のメルカプタン基を有する化合物；次亜リン酸ナト
リウム、亜硫酸水素ナトリウム等の無機塩等が挙げられる。連鎖移動剤の使用量は、重合
体の分子量が所望の範囲となるように適宜決定されるが、通常、エチレン性不飽和単量体
成分の総量１００重量部に対して０．０１～１０重量部の範囲が好ましい。
【００５１】
　また、リビングラジカル重合法によりエチレン性不飽和単量体成分を重合させてもよい
。この場合、重合体の重量平均分子量の調整が容易になると共に、連鎖移動剤を使用する
場合よりも分子量分布の狭い重合体が生成する。



(10) JP 6058359 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

【００５２】
　エチレン性不飽和単量体成分の重合時の温度、時間等の重合条件は、エチレン性不飽和
単量体成分やラジカル重合開始剤の種類等に応じ、高い反応率で重合反応が進行するよう
に適宜設定される。重合反応は、窒素ガス、アルゴンガス等の不活性ガスの雰囲気下で行
ってもよい。重合反応終了時の未反応モノマーの残存量は少量であるほど好ましい。
【００５３】
　このようなエチレン性不飽和単量体成分の重合反応により、エチレン性不飽和単量体成
分の共重合体からなる毛髪化粧料用基剤を含有する溶液が生成する。
【００５４】
　また、この共重合体を、塩基性化合物で中和してもよい。この場合、毛髪化粧料用基剤
に良好な水溶性を付与することができる。
【００５５】
　塩基性化合物として適宜の有機又は無機の塩基性化合物を使用することができる。有機
の塩基性化合物は水溶性を有することが好ましい。この有機の塩基性化合物としては、例
えば、モルホリン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミン、エタノールアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジエタノールアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリエタノールアミン、２－アミノ－２
メチル－１－プロパノール、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール、２－
アミノ－２－エチル－１，３－プロパンジオール、トリイソプロパノールアミン等が挙げ
られる。また無機の塩基性化合物としては、例えばアンモニア、水酸化ナトリウム、水酸
化カリウム、水酸化リチウム等が挙げられる。
【００５６】
　これらの塩基性化合物は一種単独で使用され、或いは二種以上が併用される。共重合体
の中和率は適宜設定されるが、毛髪化粧料用基剤に充分に高い水溶性が付与されるために
は、中和率が５０～１００％の範囲であることが好ましい。
【００５７】
　重合体を得るための重合法はもちろん、上記溶液共重合法に限定されるものではなく、
その他の方法、例えば、懸濁重合、バルク重合、分散重合等の適宜の方法が採用され得る
。また、重合反応はラジカル重合以外にも、イオン重合などで行うこともできる。
【００５８】
　尚、重合体は、通常は異種の重合性単量体がランダムに配列したランダム共重合体とし
て得られるが、これに限られず、ブロック共重合体や交互共重合体、グラフト共重合体で
あっても構わない。また、本発明の効果が阻害されない程度であれば、重合体は架橋構造
を有していても構わない。
【００５９】
　毛髪化粧料用基剤は、（１ａ）、（１ｂ）及び（２）式で示される単量体を含むエチレ
ン性不飽和単量体成分を重合して得られる重合体を含むものであるが、本発明の効果が阻
害されない程度であれば、もちろん、その他のポリマー成分又はオリゴマー成分が含まれ
ていてもよい。
【００６０】
　毛髪化粧料用基剤は、上記のように（Ｉａ）及び／又は（Ｉｂ）、並びに（ＩＩ）で示
される骨格をもつ構造を有した重合体を含み、この重合体は、液状に近い非常に柔軟な皮
膜を形成することが可能である。よって、上記毛髪化粧料用基剤が配合された毛髪化粧料
を毛髪の整髪に使用すると、上記皮膜が毛髪表面に密着してコーティングされるので、毛
髪同士の摩擦や絡まりが抑えられ、心地よい感触や手触り感が得られ、さらには再整髪す
ることも容易となる。また、上記皮膜は適度な粘着性も有しているため、毛髪に程よいま
とまり感が得られる。そのため、毛髪化粧料用基剤を毛髪化粧料に配合すれば、既述のよ
うに、この毛髪化粧料は可塑剤となる油剤が添加されていなくても、優れたヘアスタイリ
ング性を発揮することが可能になる。すなわち、上記毛髪化粧料用基剤を含む毛髪化粧料
では、ヘアスタイルの作りやすさや、指通りの良さといった良好なスタイリング性が発揮
されるものとなる。その上、当該毛髪化粧料では、スタイリングの保持性にも優れるもの
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であり、しかも、整髪された毛髪の再整髪性を長時間に亘り維持することも可能になる。
【００６１】
　特に、エチレン性不飽和単量体成分全量に対し、上記の（１ａ）、（１ｂ）及び（２）
で示される単量体の各々の合計含有量が６０～１００質量％であるエチレン性不飽和単量
体成分の重合体を含む毛髪化粧料用基剤は、上記効果を高めることが可能となる。具体的
に説明すると、上記配合量の場合の毛髪化粧料用基剤を含有する毛髪化粧料では、毛髪化
粧料から形成される皮膜に適度な油性感を与えることができ、整髪料として用いれば、毛
髪の平滑性(スタイリング性)及び耐湿性を充分に向上することができるものとなる。さら
に、このような整髪料では、ごわつきの感じないまとまり感(セット性)を付与しやすくな
り、再整髪が容易にできるなどの性能もより高めることができるようになる。エチレン性
不飽和単量体成分全量に対し、上記の（１ａ）、（１ｂ）及び（２）で示される単量体の
各々の合計含有量が７０～９０質量％であれば、なお一層、上記の性能が向上する。
【００６２】
　また、エチレン性不飽和単量体成分全量中に（１ｂ）で示される単量体が含まれていな
い場合、エチレン性不飽和単量体成分全量に対し、（１ａ）で示される単量体の含有量の
下限値は５質量％とすることができる。また、エチレン性不飽和単量体成分全量中に（１
ａ）で示される単量体が含まれていない場合、エチレン性不飽和単量体成分全量に対し、
上記の（１ｂ）で示される単量体の含有量の下限値も５質量％とすることができる。一方
、エチレン性不飽和単量体成分全量に対し、（２）で示される単量体の含有量の下限値は
５質量％とすることができる。上記の（１ａ）、（１ｂ）及び（２）で示される単量体の
各々の下限値が上記数値であれば、本発明の上記効果がより発揮されやすくなる。
【００６３】
　上記説明では、毛髪化粧料用基剤に含まれる重合体は、上記の（１ａ）、（１ｂ）及び
（２）で示される単量体の共重合により作製する例について説明したが、もちろん上記以
外の方法で作製されるものであってもよい。例えば、あらかじめポリアクリル酸やポリア
クリルアミドなどのポリマー又はオリゴマーを準備しておき、このポリマー又はオリゴマ
ーの側鎖に（１ａ）、（１ｂ）及び（２）で示される単量体の側鎖と同一の構造を有する
ものを化学結合などにより導入することで、上記重合体を得ることも可能である。
【００６４】
　毛髪化粧料用基剤に含まれる重合体のガラス転移温度（Ｔｇ）や重量平均分子量は、特
に制限されるものではなく、本発明の効果が阻害されない程度であれば、適宜の範囲に設
定することができる。例えば、Ｔｇは０℃以下、好ましくは－２０℃以下とすることがで
き、重量平均分子量は、１０００～２０００００、好ましくは２０００～５００００とす
ることができる。
【００６５】
　上記の重合体を含む毛髪化粧料用基剤を用いれば、必要に応じて多価アルコール、界面
活性剤、シリコーン、紫外線防止剤、酸化防止剤、毛髪栄養剤等の種々の成分を配合する
ことで、適宜の毛髪化粧料を調製することができる。この場合、例えば、溶液重合法など
の重合法によって生成した重合体（毛髪化粧料用基剤）の溶液に直接、必要に応じて種々
の成分を配合すれば、毛髪化粧料を調製することができる。また、この溶媒溶液から溶媒
を留去して得られる液状～固形状の毛髪化粧料用基剤に必要に応じて種々の成分を配合す
ることで、毛髪化粧料を調製することもできる。特に、上記成分として多価アルコールを
配合することが好ましく、多価アルコールの含有量が毛髪化粧料中０．１～３０質量％で
あることが好ましい。この場合、得られる毛髪化粧料は、毛髪化粧料用基剤のスタイリン
グ性能および再整髪性、さらには仕上がりの感触の良さをより効果的に発揮することがで
きる。
【００６６】
　上記多価アルコールの例としては、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコー
ル、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、トリメチレングリコール、１，４
－テトラメチレンジオール、１，３－テトラメチレンジオール、２－メチル－１，３－ト



(12) JP 6058359 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

リメチレンジオール、１，５－ペンタメチレンジオール、ネオペンチルグリコール、１，
６－ヘキサメチレンジオール、３－メチル－１，５－ペンタメチレンジオール、２，４－
ジエチル－１，５－ペンタメチレンジオール、グリセリン、トリメチロールプロパン、ト
リメチロールエタン、シクロヘキサンジオール類（１，４－シクロヘキサンジオール等）
、ビスフェノール類（ビスフェノールＡ等）、糖アルコール類（キシリトール、ソルビト
ール等）等を挙げることができる。
【００６７】
　例えば毛髪化粧料用基剤を、炭素数１～４の脂肪族アルコール、９５体積％のエタノー
ル等の含水アルコール等の親水性溶媒に溶解させることで、ヘアスプレー剤を調製するこ
とができる。このヘアスプレー剤中の毛髪化粧料用基剤の固形分濃度は０．５～１５質量
％の範囲が好ましい。
【００６８】
　このヘアスプレー剤を噴射剤と共に耐圧容器内に加圧封入することで、毛髪化粧料とし
てのヘアスプレーを作製することができる。上記噴射剤としては、プロパン、ブタン、イ
ソブタンを主成分とする液化石油ガス（ＬＰＧ）；トリクロロモノフルオロメタン（フロ
ン１１）、ジクロロジフルオロメタン（フロン１２）、ジクロロテトラフルオロエタン（
フロン１１４）、メチレンクロライド、ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ１５２ａ等）
等を成分とするハロゲン化炭化水素；ジメチルエーテル；炭酸ガス等が挙げられる。これ
らの噴射剤は一種単独で使用され、或いは二種以上が併用される。耐圧容器内には、ヘア
スプレー剤と噴射剤とを２：８～８：２の重量比で封入することが好ましい。
【００６９】
　また、この毛髪化粧料用基剤の親水性溶媒溶液又は混合溶媒溶液に、更に各種添加剤を
加えることで、ヘアクリーム、ヘアワックス、ヘアローション、ノンガスエアゾール剤（
ヘアミスト剤）、ヘアゲル、ヘアスタイリングフォーム（ヘアムース）、カーラーウォー
ター等の毛髪化粧料を調製することができる。
【００７０】
　毛髪化粧料の調製時には、この毛髪化粧料用基剤と共に、アニオン性樹脂、カチオン性
樹脂、両性樹脂及びノニオン性樹脂から選ばれる少なくとも一種の樹脂が併用されてもよ
い。
【００７１】
　これらのアニオン性樹脂、カチオン性樹脂、両性樹脂及びノニオン性樹脂としては、例
えば「薬事日報社編、「医薬部外品原料規格２００６」、株式会社薬事日報社、平成１８
年６月１６日」に適合するものが挙げられる。
【００７２】
　アニオン性樹脂の具体例としては、プラスサイズＬ－９５４０Ｂ（互応化学工業（株）
製）等のアクリル樹脂アルカノールアミン液（成分コード５００００１）；カーボポール
９４０（Ｂ．Ｆ．Ｇｏｏｄｒｉｃｈ製）等のカルボキシビニルポリマー（成分コード１０
１２４３）；ウルトラホールド８（ＢＡＳＦ社製）等のアクリル酸・アクリル酸アミド・
アクリル酸エチル共重合体（成分コード５２２００１）；レジン２８－１３１０（ＮＳＣ
社製）等の酢酸ビニル・クロトン酸共重合体液（成分コード５２２０３７）；ガントレッ
ツＥＳ－２２５（ＩＳＰ社製）等のビニルメチルエーテル・マレイン酸エチル共重合体液
（成分コード５０４３０４）；ガントレッツＥＳ－４２５（ＩＳＰ社製）等のビニルメチ
ルエーテル・マレイン酸ブチル共重合体液（成分コード５０４３０５）；ポリアクリル酸
（成分コード１０８６２２）等が挙げられる。
【００７３】
　カチオン性樹脂の具体例としては、マーコート５５０（カルゴン社製）等のアクリルア
ミド・アクリル酸・塩化ジメチルジアリルアンモニウム共重合体液（成分コード５３２０
０１）；ガフカット７５５（ＩＳＰ社製）等のビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ
ノエチルメタクリル酸共重合体ジエチル硫酸塩液（成分コード５２０５２６）；ポリ塩化
ジメチルメチレンピペリジニウム液（成分コード５０６０２４）等が挙げられる。
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【００７４】
　ノニオン性樹脂の具体例としては、ルビスコールＫ（ＢＡＳＦ社製）等のポリビニルピ
ロリドン（成分コード００８８０５）；酢酸ビニル・ビニルピロリドン共重合体（成分コ
ード５２３１０２）；ポリアクリルアミド（成分コード５２０９８８）等が挙げられる。
【００７５】
　両性樹脂の具体例としては、プラスサイズＬ－４０１（互応化学工業株式会社製）等の
ポリメタクリロイルエチルジメチルベタイン液（成分コード５２１１１１）；プラスサイ
ズＬ－４５０（互応化学工業株式会社製）等のメタクリロイルエチルジメチルベタイン・
塩化メタクリロイルエチルトリメチルアンモニウム・メタクリル酸２－ヒドロキシエチル
共重合体液（成分コード５２３２４５）；ユカフォーマーＡＭ－７５（三菱化学株式会社
製）等のＮ－メタクリロイルオキシエチルＮ，Ｎ－ジメチルアンモニウム－α－Ｎ－メチ
ルカルボキシベタイン・メタクリル酸アルキルエステル共重合体液（成分コード５２１１
１２）等が挙げられる。
【００７６】
　これらの樹脂は固形状のものが販売され、或いはこれらの樹脂から調製された溶液や中
和溶液が販売されている。これらの固形状の樹脂、溶液、中和溶液等を毛髪化粧料に配合
することができる。また、固形状の樹脂から樹脂溶液や中和溶液等を調製し、この樹脂溶
液や中和溶液等を毛髪化粧料中に配合してもよい。また、樹脂溶液から中和溶液を調製し
、この中和溶液を毛髪化粧料に配合してもよい。
【００７７】
　毛髪化粧料中の毛髪化粧料用基剤の含有量は、毛髪化粧料の形態、毛髪化粧料の構成成
分等に応じて適宜設定されるが、溶媒を含めた毛髪化粧料の全成分の総量に対して、好ま
しくは０．１～１０質量％、更に好ましくは０．５～７質量％、特に好ましくは１～５質
量％の範囲とする。
【００７８】
　毛髪化粧料は、上記毛髪化粧料用基剤を含むので、可塑剤となる油剤を使用されていな
くても良好なヘアスタイリング性を発揮することが可能になり、しかも、整髪された毛髪
の再整髪性を長時間に亘り維持することも可能になる。そのため、毛髪化粧料は、ヘアク
リーム、ヘアワックス、ヘアローション、ノンガスエアゾール剤（ヘアミスト剤）、ヘア
ゲル、ヘアスタイリングフォーム（ヘアムース）、カーラーウォーター等に好適に使用す
ることが可能である。
【実施例】
【００７９】
　以下、本発明を実施例によって具体的に説明する。尚、以下に記載される％は、特に示
さない限り全て質量基準である。
【００８０】
　（実施例１～６、８、比較例１、２、４）
　反応容器として、還流冷却器、温度計、窒素置換用管、滴下漏斗及び撹拌機が取り付け
られた容量１リットルの四つ口フラスコを用い、この反応容器中にエタノール１００部を
仕込み、窒素気流下、昇温した。この反応容器中のエタノールが還流状態（約８０℃）に
なったところで、このエタノール中に重合開始剤として２，２’－アゾビスイソブチロニ
トリルを０．５部添加した。
【００８１】
　次に、前記重合開始剤の添加後、表１に示す配合組成であらかじめ調製しておいたエチ
レン性不飽和単量体成分１００部を反応容器内に加えて８時間重合を行ない、重合体（毛
髪化粧料用基剤に相当）を含む反応溶液を得た。その後、反応溶液を冷却し、この反応溶
液の不揮発分量が４０質量％となるようにエタノールを加えて希釈することによって、毛
髪化粧料用基剤の溶液を得た。
【００８２】
　（実施例７、９、１０、比較例３）
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　重合反応は、上記（実施例１～６、８、比較例１、２、４）と同様の手順で行って、重
合体（毛髪化粧料用基剤に相当）を含む反応溶液を得た。上記重合を行った後、有機塩基
性物質であるＡＭＰ（２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール)をこれと同量のエタ
ノールで希釈して調製した溶液を、５０℃の反応溶液中に加え、重合体の中和率が８０％
になるようにした。その後、反応溶液を冷却し、この反応溶液の不揮発分量が４０質量％
となるようにエタノールを加えて希釈することによって、毛髪化粧料用基剤の溶液を得た
。
【００８３】
【表１】

【００８４】
　ここで、表１に掲げているエチレン性不飽和単量体成分の各々の名称は以下のとおりで
ある。尚、表１中、「（Ａ）」はエチレン性不飽和単量体成分の（Ａ）成分、「（Ｂ）」
はエチレン性不飽和単量体成分の（Ｂ）成分を示し、「（１ａ）」は（１ａ）式で示す単
量体、「（１ｂ）」は（１ｂ）式で示す単量体、「（２）」は（２）式で示す単量体を示
している。
【００８５】
　［エチレン性不飽和単量体成分の（Ａ）成分］
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　（１ａ）
・５０ＰＯＥＰ－８００Ｂ：オクトキシポリエチレングリコールポリプロピレングリコー
ルメタクリレート（ｘ＝８、ｙ＝６、ｚ＝０）（日油株式会社製）
・７０ＰＥＰ－３５０Ｂ：ポリエチレングリコールポリプロピレングリコールメタクリレ
ート（ｘ＝５、ｙ＝２、ｚ＝０）（日油株式会社製）
・１０ＰＰＢ－５００Ｂ：プロピレングリコールポリブチレングリコール（ｎ＝６）メタ
クリレート（ｘ＝０、ｙ＝１、ｚ＝６）（日油株式会社製）
　（１ｂ）
・５０ＰＥＰ－３００：ポリ（エチレングリコール－プロピレングリコール)メタクリレ
ート（ｘ＝３．５、ｙ＝２．５、ｚ＝０）（日油株式会社製）
・５５ＰＥＴ－８００：ポリ（エチレングリコール－テトラメチレングリコール)メタク
リレート（ｘ＝１０、ｙ＝０、ｚ＝５）（日油株式会社製）
・５０ＰＰＴ－８００：ポリ（プロピレングリコール－テトラメチレングリコール）メタ
クリレート（ｘ＝０、ｙ＝７、ｚ＝６）（日油株式会社製）
　（２）
・ＰＥ－３５０：ポリエチレングリコールメタクリレート（ｍ＝２、ｎ＝８）（日油株式
会社製）
・ＡＰ－４００：ポリプロピレングリコール(n=6)アクリレート（ｍ＝３、ｎ＝６）（日
油株式会社製）
・Ｍ－９０Ｇ：メトキシポリエチレングリコール(n=9)メタクリレート（ｍ＝２、ｎ＝９
）（新中村化学工業社製）
・ＤＰＭ－Ａ：メトキシジプロピレングリコールアクリレート（共栄社化学社製）
・ＥＨＤＧ－ＡＴ：オクトキシジエチレングリコールアクリレート（共栄社化学社製）
・ＨＥＭＡ：ヒドロキシエチルメタクリレート
・ＨＥＡ：ヒドロキシエチルアクリレート
・Ｃ－１：メトキシエチルアクリレート
　［エチレン性不飽和単量体成分の（Ｂ）成分］
・ＢＭＡ：ｎ－ブチルメタクリレート
・ＭＭＡ：メチルメタクリレート
・ＢＡ：ｎ－ブチルアクリレート
・ＬＡ：ラウリルアクリレート
・ＤＭＭＡ：ジメチルアミノエチルメタクリレート（三菱レイヨン社製）
・ＤＭＡＡ：Ｎ、Ｎ－ジメチルアクリルアミド
・Ａａ：アクリル酸
・ＭＡａ：メタクリル酸
・Ｍ－５３００：ω－カルボキシ－ポリカプロラクトン(ｎ＝２)モノアクリレート
・Ｍ－５４００：フタル酸モノヒドロキシエチルアクリレート
・ＤＭＣ：メタクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロライド（三菱レイヨ
ン社製）
【００８６】
　上記の実施例１～１０及び比較例１～４で得た毛髪化粧料用基剤の溶液を用い、表２又
は表３に示す配合組成によって、毛髪化粧料を調製した。ここで、表２はヘアスプレー、
表３はスタイリングミストの調製例である。これらの調製は、表２又は表３に示す原料を
混合させることで行うことができる。
【００８７】
　ここで、表２及び３に掲げている配合条件における略称は以下のとおりである。
・ＢＧ：１、３－ブチレングリコール
・ＰＧ：プロピレングリコール
・ＤＰＧ：ジプロピレングリコール
・ＬＰＧ：液化石油ガス（ＬＰＧ）
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　表２に示す調製例１－１～１－１４及び表３に示す調製例２－１～２－１５の毛髪化粧
料において、ヘアスタイリング性、セット性、軽さ及び再整髪性について評価した結果を
表２（調製例１－１～１－１４）及び表３（調製例２－１～２－１５）に示す。
【００８８】
　尚、各評価は以下の方法で行った。
【００８９】
　（ヘアスタイリング性評価試験）
　実験用人頭モデル（ウィッグ）の毛髪に、この毛髪を整髪した後、乾燥した。この毛髪
を２５℃、６０％Ｒ．Ｈ．の条件下に３時間放置した後の状態を目視で観察し、ヘアスタ
イリング性を下記評価基準で評価した。
○：ひっかかりなく、スムーズに手櫛が通る。
△：手櫛にややひっかかりが感じられる。
×：ひっかかりが強く、手櫛が通らない。
【００９０】
　（セット性）
　実験用人頭モデル（ウィッグ）の毛髪に、ヘアスプレー剤又はヘアミスト剤を噴霧し、
このときのセット感を下記評価基準で評価した。
○：好みの髪型を作ることができ、その状態を充分に保持できる。
△：好みの髪型を作ることができ、その状態をやや保持できる。
×：好みの髪型を作ることができない、もしくは作った髪型を保持できない。
【００９１】
　（軽さ）
　実験用人頭モデル（ウィッグ）の毛髪に、ヘアスプレー剤又はヘアミスト剤を噴霧し、
このときの風合いを下記評価基準で評価した。
○：油性感による重たさが感じられない。
△：油性感による重たさがやや感じられる。
×：油性感による重たさが感じられる。
【００９２】
　（再整髪性）
　実験用人頭モデル（ウィッグ）の毛髪に、ヘアスプレー剤又はヘアミスト剤を噴霧し、
このときの再整髪のしやすさを下記評価基準で評価した。
○：作った髪型を崩した後、再び好みの髪型を作ることができる。
△：作った髪型を崩した後、再び好みの髪型をやや作ることができる。
×：作った髪型を崩した後、再び好みの髪型を作ることができない。
【００９３】
　調製例１－１～１－１０及び調製例２－１～２－１０の毛髪化粧料では、実施例１～１
０のいずれかの毛髪化粧料用基剤を含むものであるので、ヘアスタイリング性、セット性
、軽さ及び再整髪性が損なわれるものではなかった。一方、調製例１－１１～１－１４及
び調製例２－１１～２－１５の毛髪化粧料では、本発明の毛髪化粧料用基剤を含むもので
ないため、ヘアスタイリング性、セット性、軽さ及び再整髪性のいずれかが損なわれるも
のであった。従って、本発明の毛髪化粧料基剤を毛髪化粧料に配合することで、良好なス
タイリング性が発揮されると共にスタイリングの保持性にも優れ、しかも、再整髪性にも
優れるものになることが明らかである。
【００９４】
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【表２】

【００９５】
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【表３】
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